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昭和 43任慶 よb海底養殖の可能性について検討 したが､今錠皮も追試の意味で海底養殖試験､･垂下

養殖試験および室内実験を行浸った｡

なお試験場所を提共 して下さったむつ市漁業協同組合各位および調査に御協力いただいた大童男次氏､

工藤豊蔵氏に感謝の意を表する｡

1, 海底養殖､垂下養殖試験

方 汰

試験方法は第1表に示した｡試験場所は奥内については保護水面区域内､大湊については昭和44年

度と同じ場所で行な った｡JW.50-56の収容密度は全て 100cm2当bl個 とした｡

第1表 試 験 内 容

場所 試験番号 使 用 寵 使 用 泥 使 用 月 個 体 数

試 験 内 容大湊 J%.50 デ ィックポリ寵5号 海 底 泥 5 任 見

12 個 中層へ垂下

51 〟 〟 1

〝 〟52 〟 〟

5 〝 〟､'53
〟 〟 1 〝 〟54 〟 泥 を し

〟 〟ー■■〇〇 田村氏養殖寵

海 底 泥 2 〝〟 18 個56 アン ドン式5段寵 準中垂下 〟輿内 Jf0,.63J%.64

パールネット2分目1段目 海中垂下 当 年 月

10 個 密度別成長試験

パールネ ットの.冒

〝 2 〝 〟 〟 20〝 5 〝 〟 〟

50〝 4 〝 〟 〟 40

〝 5 〝 〟 〟 50ノミールネット5分目6-7段目

〟 〟 各 10個〝 1分目 8-9 〝 〟 H 〟 合別成長試験

ディックポリ寵 5号 海 底 泥 1 年 旦 12 個 カンナ



結果および考察

(1) 大湊における試験

結果 (第2表)

a J%.50とノ佑52

の結果よb缶間を

通じて測定を行な

'わをかったjG.50

の方が増殻長峯､

増重率ともに良く､

測定するために寵

か ら出し入れする

事は成長阻害の要

因にをbうると思

われる｡

b 泥を入れた場合

と入れをい場合の

比較試験では､や

第2表 大湊における試験結果

月冒 表面水温 梶温 番号測定事項＼ 50 51 52 53 5

4 55 5645●(oO (℃)S.L.(C1Ta 7.81 5.74 7.50 5.
42 5.41 6.878.556●17.1 15.5 T.W.(グ) 108 40 94 55 52 71 62

16 生残個体数 12 12 12 12 12 18 1845●22.6 20.9 S.L.叫 *r 6.5i 7.75 5.15 5.65.7.196.757 T.W.(9)

せ定 48; 105 58 26 85 65●28 生残個体数 ず

12 12 12 9 18 1845 17.5 18.0

S.L.(玩) 漸 6.7 8.0 6.4 6.5

7.5 7.0●10 T.W.(9) せ定 64 12.2 58

56 101 82●19 生残個体数 ず 10 12 l

l 5 15 1246 5.5 5.5 S
.L.柄 8.7 6.9 8.1 6.8 6,7 7.7 7.5●-2●
T.W.(9) 156 75 127 75 66 109 9512

生残個体数 9 8 12 10 1 15 ll45任6月 16日 増穀 長 率 ll.5 21.1 8.0 25.9

24.1 ll.612.5～ 増 量 率 44.4 87.5 29.8121.2106.5 55.550.0

464王2月12日 生 残 率 75.0 66.7 100 85.5 8.5 72.2

61.1は 944生産の調査結果 と同じで､

泥を入れない場合は全滅に近かっ

たOこの事は泥の有無と共に寵の安定性にも

問題があるようであった｡C 垂下養殖月と海底養殖

月との比較では増殻長峯においてはわずかに垂下養

殖貝が勝っていたが､増重率､生残率は海底養殖月

の方が良かった｡これは昨年 畝の試験結果と

同様で､海底養殖の方が自然に近いフカガイを生産で

きるようである｡d 7カガイの成長と海底養殖開始

時期について昭和 43年度 よb昭和 45径庭までの3ケ圧の試

験結果をまとめると第1図のようにをD､稚貝採取

後約1生間はパールネットで中間育成し､満1生半

の春 に海 底養殖を開 始す ると
､
その後 約1圧 から1

缶半で販売サイズに達する事がわかった｡従って

海底養殖については経



e 稚月を海底泥の中-入れた場合の大きさ別死亡率

稚月を海底-放流した場合その稚月の大きさによれ 抵抗

力も当然変ってくるものと思い本試験を行浸った｡

穀長範囲1.7､2.8､ 3.8､4.8〔′仇のものそれぞれ 30個体

を海底泥を入れたポリ寵に入れ海底へ設置し約 1ケ月後に取

り上げ計数 した｡その結果第2図のようを知見を得たので報

告する｡す夜わち殻長 2.8ctnか ら3.8C肌にかけて死亡率の減

少が大きくみられ､殻長4.8C肌以上ではほとんど死亡してい

ない事から､アカガイの活力からみた放流サイズと考えられ

るであろ う｡

(2) 奥内における試験結果 (第 3表参照)

a パールネットによる密度別成長試験について

増穀長率はあまb差はみられ夜かったが､増重率をみると

パールネットへの収容密度が少なければ少をい程良い結果と

なった｡

中間育成の

結果は後の養

殖に大きを影

響を与えるの

で､3C机以上

に在ったら

100C適当9

2個程度にす

る必要があろ

う｡

b パールネッ

トの目合別成

長試験につい

て

成長率では

目合が細かい

程良く､増重

率では2分目

第3表 奥内における試験結果

I･7 J

I 3号 齢 くcP)級 長第2図 稚月を泥-入れた場合の穀長別

死亡率 JI-LlL月 日 45圧 7月 13日

454王10月22日 増 (霊 魂餐 ) 増 (重 虜 坐 (4 %測定事項 S.L. T｣W. 価 S.L.T.W.価番号

段 拍 (g) 数 柄 (9)_ 数 率 ) 率 )J%.60 1 5.5 5.4 10 4.75 24.2 10 55.1 548.1 ､10

02 5.5 5.5 20 4.66 21.4 20 41.2 289

.1 1003 5.4 6.5 50 4.67 21.5 50 57.4

241.5 1004 5.2 5.6 40 4.44 19.1 40

58.8 241.1 1005 5.5 6.2 50 4.4

5 18.5 50 54.8 198.4 1006 5.4 6.2 1

0 4.44 18.6 10 50.6 200.0 1007 5

.4 6.0 10 4.49 19.8 10 52.1 250.0 1008 5.5 6.0 10 4.80 22.0 10 45.5 266.7 100

9 5.4 6.2 10 4.70 22.2 10 58.

2 258.1 100Jk.64 5.7 58.8 12 6.41 60.5 8 12.

5 55.9 66.7J%,65 1 12 ?- ll.6了12.5 ー 59.2巨 4 75.02 5.8 40.2 12 6.47 64.0 11 91.73 12 10 85.545 i5.7 56'8 .1;

97 75.058.5が一番良いという結果が出たが､この



的に応 じたパールネットの使用を考えなければならをいであろう｡

C 寵の中に入っているフカガイ自体のころがDを防止 した場合

垂下養殖月が2鉱員の夏以降に死亡Lやすいのは､産卵後の生理的活性の低下と合わせて､寵の

中でフカガイが揺b動かされる事が死因の一つとして考え られる為､J%.65で行なったように見 自

体が転が ら夜い ようにカンナクズを寵の中に詰めてみた｡結果として生残率はいくぶん良くをっ孝

が増穀長､増重率は逆に悪く､今後の改良としては水通しが良くしかも月が揺れないような寵を開

発する必要が望まれる｡

2, 7 カ ガ イ 潜 泥 試 験

方 法

期 間 :昭和45庄 4月5日～昭和 45年 4月21日

水 槽 :縦 30C肌×横60cmX高さ40C肌のガラス製水槽

温度調節の方法 :ヒーターで温度調節した海水を少しずつ流 し込む

使 用 泥 :茂浦沖水深 507,Lで採取し100Pの節で嘘過し100FL以下の泥を使用

使用 した見 :第 1グループ10個体 S-.L.言-2･7(･･ln T .W .言-49
第2グループ10個体 S.L.言=4･06C7n T･W ･壷=13･49
第3グルーブ10個体 S･L･呑=6･34(J7n T･W･云=61･65

試験温度範囲 :8℃､12℃､16℃､20℃の4段階

潜泥の確認 :試験開始後24時間経過後の潜泥率によった｡又半分潜ったものは0･5個とし

て計算 したo化J
L
P

結 果および考察

結果は第3図のように殻長が

小さい程潜泥率が悪く､特に低

温の場合に′｣､型の月の潜泥率の

悪いのが観察されたO

グループ1.のフカガイは水温

が高く在ると潜b始めるのは早

くなるが､しばらく観察してい

ると又泥の上に出てきたbする

ので定住性に乏しいように思えた○

グループ2､グルーブ3のよ
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う陀月が大きくなるにつれ潜泥率は次第に水温の影響を受け難 くなるように思われた｡ 今後の試験と

しては粒度組成の違い､害敵との関係､水質の違い､フィール ドにおける観察も必要であろ う｡

5, 7 カ ガ イ 放 流 の 立 会

昭和46生 1月27日陸奥湾赤見漁業振

興組合において県の補助事業で第 4図の地

点へフカガイを放流したので今後の調査の

為にここに記録 しておくo放流個数は′｣､湊

8.8万個､清水川 9.6万個の合計約 18.4

万個であった｡

放流月の平均穀長は′｣＼湊 4.6cm清水川

3.9(,･Tnで､平均重量は′｣､湊 20.4g靖水川

12.1gであった｡′J＼湊の方がパールネッ

トへの収容密助 ミ適当であったため､月は

大型であった｡

放流時の天候は曇､風向風力E2､気温 l

oC､表面水温 5℃､水深487nであった｡

清水川港 より放流地点までの所要時間は

2.9t､Dll馬力の船で30分を要 した｡

lす′ー

第4図 放 流 地 点




